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1. 地域の循環型社会形成を推進するための基本的な事項 

(1) 対象地域 

 構成市町名：阿波市、板野町、上板町 

 面   積：261.91km2 

 人   口：61,712 人（令和 3 年 1 月 1 日） 

 

 （内 訳） 

市町名 阿波市 板野町 上板町 合計 

面積（km2） 191.11 36.22 34.58 261.91 

人口（ 人 ） 36,581 13,353 11,778 61,712 

面積：令和 3 年全国都道府県市区町村別面積調（7 月 1 日時点） 

人口：内閣府住民基本台帳（各年度 1 月 1 日時点） 

 

(2) 計画期間 

 本計画は、令和 4 年 4 月 1 日から令和 9 年 3 月 31 日までの 5 年間を計画期間とする。 

 なお、目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものとす

る。 

 

(3) 基本的な方向 

 本地域は、徳島県北部に位置しており、阿波市、板野町、上板町（以下、「構成市町」という。）

の 1 市 2 町で構成されており、気候は比較的降水量が多く、年間の気温の高低差が大きい内陸性

の湿潤で温暖な気候である。 

 本地域のごみ処理については、阿波市の可燃ゴミ、粗大ゴミ、板野町のもやせるごみ、小型複合

ごみ、大型複合ごみ、上板町の可燃ごみ、大型ごみ（可燃性残渣）を中央広域環境施設組合（以下、

「本組合」という。）の中央広域環境センター（ガス化改質炉）にて処理を行っている。中央広域

環境センターから排出される溶融スラグ等については、資源化委託している。 

 本地域の人口は減少傾向にあり、総排出量も減少傾向にあるが、1 人 1 日当たりのごみ排出量は

増加傾向にあることから、今後は 1 人当たりのごみ排出量の削減に向けて取組を進める必要があ

る。 

 また、中央広域環境センターについては、施設稼働開始から 16 年が経過しており、施設の老朽

化が進んでいることから、今後も安全かつ安定したごみ処理を継続するために新たなごみ処理施

設の整備を推進し、かつ地球温暖化防止に寄与するごみ処理システムを構築する。 
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(4) ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況 

 「第五期徳島県廃棄物処理計画」（令和 3 年 3 月策定）では、本地域は東部ブロックに所属して

おり、その中で 1 市 2 町から排出されるごみを処理しており、今後もこの広域化を維持してごみ

処理を進めていく。 

 

2. 循環型社会形成推進のための現状と目標 

(1) 一般廃棄物等の処理の現状 

 令和 2 年度の一般廃棄物の排出、処理状況は図 1 のとおりである。 

 

 

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。 

図 1 一般廃棄物の処理状況フロー 

  

145t 3,448t

18.0%

1,579t 1,756t 1,724t

8.3% 9.2% 9.1%

19,016t 19,016t 17,253t 15,497t 32t

100.0% 90.7% 81.5% 0.2%

0t 184t 216t

1.0% 1.1%

集団回収量 総資源化量

直接資源化量 処理後残渣量 処理後再生利用量

計画処理量

自家処理量

排出量 中間処理量

直接最終処分量

減量化量 処理後最終処分量

最終処分量
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(2) 一般廃棄物等の処理の目標 

 本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表 1 のと

おり目標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。 

 

表 1 減量化、再生利用に関する現状と目標 

 

  

指標 現状（割合※1） 目標（割合※1）

（令和2年度） （令和9年度）

総排出量 4,789t 4,261t -11.0%

1事業所当たりの排出量 2.3t/事業所 2.2t/事業所 -4.3%

総排出量 14,227t 12,416t -12.7%

1人当たりの排出量 205.2kg/人 197.0kg/人 -4.0%

合計 事業系生活系排出量合計 19,016t 16,677t -12.3%

集団回収量 145t - 153t -

直接資源化量 1,579t 8.3% 1,762t 10.6%

処理後再生利用量 1,724t 9.1% 7,789t 46.7%

総資源化量 3,448t 18.0% 9,704t 57.7%

エネルギー

回収量
年間の発電電力量 4,965MWh - - -

最終処分量 埋立最終処分量 216t 1.1% 101t 0.6%

※1 排出量は現状に対する増減割合、直接資源化量・埋立最終処分量は排出量に対する割合、総資源化量は排出量＋集団回収量に対する割合

※2 （1事業所当たりの排出量）＝｛（事業系ごみの総排出量）ー（事業系ごみの資源ごみ量）｝/（事業所数）

※3 （1人当たりの排出量）＝｛（生活系ごみの総排出量）ー（生活系ごみの資源ごみ量）｝/（人口）

※4 （総資源化量）＝（集団回収量＋直接資源化量＋処理後再生利用量）/（排出量＋集団回収量）

≪用語の定義≫

　排出量：事業系ごみ、生活系ごみを問わず、出されたごみの量（集団回収されたごみを除く。）［単位：トン］

　再生利用量：集団回収量、直接資源化量、中間処理後の再生利用量の和［単位：トン］

　エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量［MWh］及び熱利用量［単位：GJ］

　最終処分量：埋立処分された量［単位：トン］

排出量

事業系

生活系

再生利用量
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表 1 補足 市町ごとの減量化、再生利用に関する現状と目標 

 

指標 現状（割合※1） 目標（割合※1）

（令和2年度） （令和9年度）

総排出量 2,967t 2,671t -10.0%

1事業所当たりの排出量 2.6t/事業所 2.8t/事業所 7.7%

総排出量 8,008t 7,042t -12.1%

1人当たりの排出量 196.0kg/人 188.6kg/人 -3.8%

合計 事業系生活系排出量合計 10,975t 9,713t -11.5%

集団回収量 0t - 0t -

直接資源化量 845t 7.7% 943t 9.7%

処理後再生利用量 953t 8.7% 4,533t 46.7%

総資源化量 1,798t 16.4% 5,476t 56.4%

年間の発電電力量 2,863MWh - - -

埋立最終処分量 166t 1.5% 77t 0.8%

総排出量 846t 750t -11.3%

1事業所当たりの排出量 1.7t/事業所 1.5t/事業所 -11.8%

総排出量 3,604t 3,099t -14.0%

1人当たりの排出量 241.4kg/人 237.3kg/人 -1.7%

合計 事業系生活系排出量合計 4,450t 3,849t -13.5%

集団回収量 115t - 100t -

直接資源化量 387t 8.7% 432t 11.2%

処理後再生利用量 393t 8.8% 1,838t 47.8%

総資源化量 895t 19.6% 2,370t 60.0%

年間の発電電力量 1,186MWh - - -

埋立最終処分量 8t 0.2% 4t 0.1%

総排出量 976t 840t -13.9%

1事業所当たりの排出量 2.2t/事業所 2.0t/事業所 -9.1%

総排出量 2,615t 2,275t -13.0%

1人当たりの排出量 192.6kg/人 179.6kg/人 -6.7%

合計 事業系生活系排出量合計 3,591t 3,115t -13.2%

集団回収量 30t - 53t -

直接資源化量 347t 9.7% 387t 12.4%

処理後再生利用量 378t 10.5% 1,418t 45.5%

総資源化量 755t 20.9% 1,858t 58.6%

年間の発電電力量 916MWh - - -

埋立最終処分量 42t 1.2% 20t 0.6%

板野町

事業系

生活系

上板町

事業系

生活系

阿波市

事業系

生活系
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図 2 目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー 

 

3. 施策の内容 

(1) 発生抑制、再使用の推進 

ア. 有料化 

 生活系ごみは指定ごみ袋制を導入しており、事業系ごみ等、許可業者からの直接搬入ごみにつ

いては、ごみ処理手数料を徴収し、いずれもごみ処理費用の有料化を実施している。 

 今後、事業所からのごみに対しても指定ごみ袋制の導入について検討を進めていく。 

 

イ. 環境教育、普及啓発活動の強化 

 ごみの発生抑制の促進や資源化に関する目標達成に向け、構成市町と協働でホームページや

広報誌等の活用や各事業者に対してエコショップ制度や店頭回収の呼びかけを行うことで、ご

みの減量化や資源化の推進、構成市町に取組施策への協力を要請していく。 

 また、子供会等の住民団体との連携強化を図るとともに、講習会やイベント等の開催を通じて

ごみの分別の徹底やごみ出しマナー、ごみを始めとする環境問題への意識を醸成する。 

 

◼ エコショップ制度 

 食品トレイ等の店頭回収、過剰包装の抑制、買物袋の持参等に協力してくれる販売店を、

構成市町の広報等を通じて広く住民に紹介し、販売店の協力体制の構築を図る。 

 

◼ 店頭回収 

 スーパー等に対し、食品トレイ、牛乳パック、ペットボトル等の店頭回収の協力・推進を

要請する。 

 

153t 9,704t

57.7%

1,762t 7,804t 7,789t

10.6% 46.8% 46.7%

16,677t 16,677t 14,829t 7,025t 15t

100.0% 88.9% 42.1% 0.1%

0t 86t 101t

0.5% 0.6%

集団回収量 総資源化量

直接資源化量 処理後残渣量 処理後再生利用量

計画処理量

自家処理量

排出量 中間処理量

直接最終処分量

減量化量 処理後最終処分量

最終処分量
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ウ. 助成制度の推進 

 一部地域において実施している集団回収（廃品回収）への助成を継続又は拡大していくと同時

に、一般家庭における生ごみ堆肥化容器の利用促進を図るため、無料配布や購入者への助成金を

交付しており、今後も継続していく。 

 

エ. 公共部門での率先的取組 

 庁舎や関連施設からの事業系ごみについて、発生抑制や資源化のための率先的に取り組むと

ともに、消耗品等については、環境負荷の低減に資する物品等の優先的な調達の推進に務める。 

 

オ. 事業者による資源化の推進 

 事業系ごみについて、事業所内の紙類、びん類、缶類等の資源化を推進するように要請する。

資源化物の持ち込みによる商品券（ポイントカード）の発行等も検討する。 

 

(2) 処理体制 

ア. 生活系ごみの処理体制の現状と今後 

 分別区分及び処理方法については、表 2 のとおりである。 

 現在、可燃ごみ（もやせるごみ）と可燃性粗大ごみについては、中央広域環境センターでガス

化改質処理を行っており、それ以外の資源物や有害ごみについては別途資源化委託等を行って

いる。 

 分別については、阿波市では 6 種 11 分別、板野町では 7 種 10 分別、上板町では 5 種 14 分

別を行っている。 

 （仮称）新中央広域環境センターでは好気性発酵乾燥方式となり、現在のガス化改質方式とは

異なることから、分別区分については必要に応じて見直すこととする。 

 

イ. 事業系ごみの処理体制の現状と今後 

 事業系ごみについては、現在と同様に今後も処理手数料を受け取り、処理を行っていく。 

 

ウ. 一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後 

 現在及び今後についても、産業廃棄物を処理する予定はない。 

  

6



 

 

表 2 中央広域環境施設組合地域構成市町の生活系ごみの分別区分と処理方法の現状と今後 

 

  

現状（令和2年度） 目標（令和9年度）

阿波市 阿波市

分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等

可燃ゴミ 可燃ゴミ

粗大ゴミ 粗大ゴミ

ビン類破砕ゴミ ビン類破砕ゴミ

カン類 カン類

ペットボトル ペットボトル

新聞紙・雑誌 新聞紙・雑誌

ダンボール ダンボール

牛乳パック 牛乳パック

食用廃油 食用廃油

衣類等 衣類等

有害ゴミ 有害ゴミ

板野町 板野町

分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等

もやせるごみ もやせるごみ

小型複合ごみ 小型複合ごみ

大型複合ごみ 大型複合ごみ

びん類 → びん類

缶類 缶類

ペットボトル ペットボトル

古紙類 古紙類

食用油 食用油

衣類 衣類

有害ごみ 有害ごみ

上板町 上板町

分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等

可燃ごみ 可燃ごみ

大型ごみ 大型ごみ

破砕ごみ 破砕ごみ

圧縮ごみ 圧縮ごみ

ペットボトル ペットボトル

新聞紙・雑誌 新聞紙・雑誌

段ボール 段ボール

雑がみ 雑がみ

使用済み食用油 使用済み食用油

衣類 衣類

乾電池 乾電池

蛍光管 蛍光管

電球 電球

資

源

ゴ

ミ

ガス化改質

破砕・

リサイクル

リサイクル

中央広域

環境センター

資源化委託

好気性発酵乾燥
（仮称）新中央広域

環境センター

破砕・

リサイクル

資源化委託

リサイクル

資

源

ご

み

ガス化改質
中央広域

環境センター

リサイクル 資源化委託

資

源

ご

み

ガス化改質
中央広域

環境センター
好気性発酵乾燥

（仮称）新中央広域

環境センター

資源化委託リサイクル

→

→

好気性発酵乾燥
（仮称）新中央広域

環境センター

リサイクル 資源化委託

資

源

ご

み

資

源

ゴ

ミ

資

源

ご

み

リサイクル 資源化委託
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(3) 処理施設等の整備 

ア. 廃棄物処理施設 

 上記（2）の統一化後の分別区分及び処理体制で処理を行うため、表 3 のとおり必要な施設整

備を行う。 

 

表 3 整備する処理施設 

 

 

(4) 施設整備に関する計画支援事業 

 上記（3）の施設整備に先立ち、表 4 のとおり計画支援事業を行う。 

 

表 4 実施する計画支援事業 

 
 

(5) その他の施策 

 本組合及び構成市町は地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく。 

 

ア. 再生利用品の需要拡大 

 容器包装廃棄物等の資源化ルートを確保し、再商品化製品等の需要が拡大するように、分別収

集されるものの品質向上や事業者におけるリサイクル製品の開発、製造、販売等の促進について

周知を図る。 

 

イ. 廃家電のリサイクルに関する普及啓発 

 本地域では、家電リサイクル法対象品目は家電リサイクル法に基づいた処理を行うよう指導

しており、適正な回収・再商品化がなされるよう、今後も普及啓発を行っていく。 

 

事業

番号

整備施設種類

施設名
事業名

処理

能力
設置予定地

事業期間

（全体事業期間）

1
（仮称）新中央広域

環境センター整備事業

エネルギー回収型廃棄物処理

施設整備推進事業
約70t/日

阿波市阿波町

東長峰255外
令和5年度～令和6年度

事業番号1 既存施設の老朽化、資源の有効利用

事業

番号
事業名 事業内容 事業期間

1-1 令和4年度

1-2 令和4年度

1-3 令和4年度新ごみ処理施設整備に係る事業者選定支援委託業務

生活環境影響調査業務

新ごみ処理施設整備基本計画策定業務 施設整備基本計画策定

生活環境影響調査

事業者選定支援
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ウ. 不法投棄対策 

 本組合及び構成市町（行政）と住民が一体となった体制で監視を行うことで、地域住民からの

通報の呼びかけを強化し、不法投棄の早期発見や未然の防止を図る。 

 

エ. 災害廃棄物処理に関する事項 

 災害時には、構成市町が策定した災害廃棄物処理基本計画等を基に発災した災害廃棄物の処理

を適正に行う。また、一度に大量の災害廃棄物が発生することから、周辺自治体及び徳島県、国等

との連携による処理体制の確保を図っていくものとする。 

 また、施設建設候補地は、ため池が決壊した際に浸水する可能性があることから、今後は、土嚢

積みによる対策又は仕切り板による対策等、廃棄物処理施設の機能が損なわれることがないよう

な浸水対策を講じる予定である。 

 

4. 計画のフォローアップと事後評価 

(1) 計画のフォローアップ 

 本組合は、毎年、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要に応じて、構成

市町及び徳島県、国と意見交換を行い、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。 

 

(2) 事後評価及び計画の見直し 

 計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速やかに計画の事

後評価、目標達成状況の評価を行う。 

 また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるものとする。 

 なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すものとする。 
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添付資料 



様式１

１　地域の概要

（１）地域名 （２）地域内人口 61,712人 （３）地域面積 261.91km2

（４）構成市町村等名 （５）地域の要件*

２　一般廃棄物の減量化、再生利用の現状と目標

目　標

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和9年度

5,048 5,219 5,314 5,135 5,054 4,789 4,261（R2年度比89.0%）

2.2 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 2.2（R2年度比95.7%）

14,065 13,962 13,887 14,038 14,087 14,227 12,416（R2年度比87.3%）

194.3 194.0 195.6 198.8 202.3 205.2 197（R2年度比96.0%）

19,113 19,181 19,201 19,173 19,141 19,016 16,677（R2年度比87.7%）

150 202 190 173 164 145 153

1,387（7.3%） 1,420（7.4%） 1,358（7.1%） 1,445（7.5%） 1,464（7.6%） 1,579（8.3%） 1,762（10.6%）

処理後再生利用量 1,033（5.4%） 1,631（8.5%） 1,830（9.5%） 1,270（6.6%） 1,259（6.6%） 1,724（9.1%） 7,789（46.7%）

2,570（13.3%） 3,253（16.8%） 3,378（17.4%） 2,888（14.9%） 2,887（15.0%） 3,448（18.0%） 9,704（57.7%）

4,099 4,263 4,824 4,346 5,047 4,965 -

- - - - - - -

最終処分量 167（0.9%） 151（0.8%） 235（1.2%） 206（1.1%） 191（1.0%） 216（1.1%） 101（0.6%）

※　別添資料として指標と人口等の要因に関するトレンドグラフを添付する。

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

過去の状況・現状（排出量等に対する割合）

一般廃棄物処理基本計画の平成28年度の排出量に対する令和9年度の目標削減率は10%以下であり、「廃棄物の減量その他その適正な処理に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため
の基本的な方針」の削減目標率（12%以上）に達成することが難しいことから、基本方針に沿った削減率（12%以上）を達成することができるように目標を設定した。また、再生利用については、令和7
年度以降、ごみ処理方式（現状：ガス化改質方式、令和7年度以降：好気性発酵乾燥方式）が変わることから別途将来令和9年度における再生利用量の目標値を設定した。

循環型社会形成推進交付金等事業実施計画　総括表１

中央広域環境施設組合

阿波市、板野町、上板町 人口　面積　沖縄　離島　奄美　豪雪、山村　半島　過疎　その他

（６）構成市町村に一部事務組合等が含まれ
る場合、当該組合の状況

組合を構成する市町村：
設立されていない場合、今後の見通し：

埋立最終処分量（トン）

*交付要綱で定める交付対象となる要件のうち、該当する項目全てに○を付ける。

指標・単位
年

排出量

事業系　総排出量（トン）

　　　　　　1事業所当たりの排出量（トン/事業所）

生活系　総排出量（トン）

　　　　　　1人当たりの排出量（ｋｇ/人）

エネルギー回収量

合計     事業系生活系の総排出量合計（トン）

エネルギー回収量
（年間の発電電力量　MWH）

（年間の熱利用量　GJ）

再生利用量

集団回収量

総資源化量（トン）

直接資源化量（トン）

masaki.hayashi
テキストボックス
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３　一般廃棄物処理施設の現況と更新、廃止、新設の予定

（１）現有施設リスト

施設種別 施設名 事業主体 型式及び処理方式 処理能力（単位） 竣工年月 廃止又は休止（予定）年月 解体（予定）年月 備考

中央広域
環境センター

中央広域
環境施設組合

ガス化改質炉 120t/24h 平成17年7月
令和7年8月以降

（詳細未定）
令和7年8月以降

（詳細未定）

板野町
環境センター

板野町 ストーカ炉 16t/8h 平成2年3月
休止：平成14年11月

廃止：未定
未定

マテリアル
リサイクル
推進施設

中央広域
環境センター
スラグヤード

中央広域
環境施設組合

一時保管 7.1ｔ/24ｈ 平成24年10月
令和7年8月以降

（詳細未定）
令和7年8月以降

（詳細未定）

ストックヤード
阿波

リサイクルセンター
阿波市 一時保管 5,490㎡ 平成13年３月 未定 未定

ストックヤード
市場

リサイクルセンター
阿波市 一時保管 1,400㎡ 平成13年３月 未定 未定

ストックヤード
上板町

リサイクルセンター
上板町 一時保管 1,100㎡ 平成13年３月 未定 未定

（２）更新（改良）・新設施設リスト

施設種別 施設名 事業主体 型式及び処理方式 処理能力（単位） 竣工予定年月 更新（改良）・新設理由
廃焼却施設解体の有無

（解体施設の名称）

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月
完了（予定）年月

想定される浸水深と対策 備考

エネルギー回収型
廃棄物処理施設

（仮称）
新中央広域
環境センター

中央広域
環境施設組合

好気性発酵乾燥 70t/24h 令和7年７月 現施設の老朽化
中央広域

環境センター
令和7年８月以降

（詳細未定）

想定する災害：釜谷池決壊
浸水深：3.0m以上
対策：土嚢又は仕切り板による機器の浸水を防
ぐ対策を講じる予定、また、また、民間事業者と
災害時の災害廃棄物処理に関する協定を締結
する予定

エネルギー回収型
廃棄物処理施設

想定される浸水深と対策

想定する災害：宮川内谷川浸水
浸水深：0.5m～3.0m
対策：土嚢を積み、機器の浸水を防ぐ対策を講じる、また、民間事業者と
災害時の災害廃棄物処理に関する協定を締結する予定

想定する災害：該当なし

想定する災害：該当なし

想定する災害：該当なし

想定する災害：該当なし

想定する災害：宮川内谷川浸水
浸水深：0.5m～3.0m
対策：土嚢を積み、機器の浸水を防ぐ対策を講じる、また、民間事業者と
災害時の災害廃棄物処理に関する協定を締結する予定

masaki.hayashi
テキストボックス
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様 式 ２

事　業　名　称 単位 開始 終了
令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

6,448,070 0 2,673,292 3,774,778 5,823,263 0 2,413,399 3,409,864

1 本組合 70 t/日 R5 R6 6,448,070 2,673,292 3,774,778 5,823,263 2,413,399 3,409,864

69,300 69,300 0 0 69,300 69,300 0 0

1-1 本組合 R4 R4 9,900 9,900 9,900 9,900

1-2 本組合 R4 R4 39,600 39,600 39,600 39,600

1-3 本組合 R4 R4 19,800 19,800 19,800 19,800

6,517,370 69,300 2,673,292 3,774,778 5,892,563 69,300 2,413,399 3,409,864

構成市町：阿波市、板野町、上板町

※１ 事業番号については、計画本文３(3)表４に示す事業番号及び様式３の施設整備に関する事業番号と一致させること。また、様式３に示す施策のうち関連するものがあれば、合わせて番号を記入すること。
※２ 広域連合、一部事務組合等については、欄外に構成する市町村を注記すること。
※３ 実施しない事業の欄は削除して構わない。
※４ 同一施設の整備であっても、交付金を受ける事業主体ごとに記載する。
※５ 事業が地域計画を跨ぐ場合は備考欄に全体の事業期間を記載すること。なお、事業期間は交付対象外部分のみを行う期間も含む。
※６ 廃焼却施設の解体と新施設の建設を異なる事業主体が実施する場合は、それぞれの事業費を記載すること。

循環型社会形成推進交付金等事業実施計画総括表２

事　業　種　別 事業
番号
※１

事業主体
名　　　称

※２

規　模
事業期間

※５
総事業費（千円） 交付対象事業費（千円）

備　　考

○エネルギー回収等に関する事業

（仮称）新中央広域環境センター整備事
業

合     　　計

新ごみ処理施設整備基本計画策定業
務

生活環境影響調査業務

新ごみ処理施設整備に係る事業者選定
支援委託業務

○施設整備に関する計画支援事業

masaki.hayashi
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【参考資料様式２】 

施設概要（エネルギー回収施設系） 

都道府県名 徳島県 

 

(1) 事業主体名    中央広域環境施設組合 

(2) 施設名称 （仮称）新中央広域環境センター 

(3) 工期  令和5年度 ～ 令和6年度 

(4) 施設規模  処理能力70ｔ／日 

(5) 形式及び処理方式 好気性発酵乾燥方式 

(6) 余熱利用の計画 

 

 １．発電の有無    有（発電効率  ％） ・ ○無  

 ２．熱回収の有無      有（熱利用率  ％） ・ ○無  

(7) 地域計画内の役割 

  ※1 
 

(8) 廃焼却施設解体 

   工事の有無 
  有   ○無  

 

 「ごみ燃料化施設」を整備する場合 

(9) 燃料の利用計画 
製紙会社等の化石燃料を利用する民間会社の代替燃料として固形燃料を供

給予定 

 

 「メタンガス化施設」を整備する場合 

(10) バイオガス 

   熱利用率 
      ｋWh／ごみｔ 

(11) バイオガスの利用 

     計画 
 

 

(12) 総事業計画額 ※2 
6,448,070千円 

うち、交付対象事業費 5,823,263千円 

 

※1 基幹的設備改良事業を実施する場合は、二酸化炭素の削減率を記載すること。また、二酸化炭素

排出抑制対策事業費等補助金を活用する場合は、廃棄物処理施設で生じた熱や発電した電力を地域

でどう利活用するかについても記載すること。 

※2 事業が複数の地域計画にまたがる場合、本地域計画期間内の金額を記載し、全体の金額を括弧書

きすること。 
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【参考資料様式８】 

計 画 支 援 概 要 

 

都道府県名 徳島県 

 

(1) 事業主体名 中央広域環境施設組合 

(2) 事業目的    エネルギー回収型廃棄物処理施設整備のため 

(3) 事業名称 

新ごみ処理施設整備基本計

画策定業務 
生活環境影響調査業務 

新ごみ処理施設整備に係る

事業者選定 

(4) 事業期間 令和4年度 令和4年度 令和4年度 

(5) 事業概要 施設整備基本計画 生活環境影響調査 要求水準書作成 

 

(6) 総事業計画

額 ※1 

9,900千円 

うち、交付対象事業費  

9,900千円 

39,600千円 

うち、交付対象事業費  

39,600千円 

19,800千円 

うち、交付対象事業費  

19,800千円 

 

※1 事業が複数の地域計画にまたがる場合、本地域計画期間内の金額を記載し、全体の金額を括弧書

きすること。 
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添付資料１　対象地域
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添付資料２ 目標の設定に関するグラフ等 

1. 中央広域環境施設組合 

 

図 1 人口・事業所 

 

図 2 生活系排出量・事業系排出量 

65,326 64,680 64,123 63,402 62,523 61,712 60,767 59,984 59,202 58,419 57,637 56,855 56,074

2,227 2,199 2,171 2,145 2,117 2,089 2,061 2,035 2,007 1,979 1,951 1,925 1,897

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000
平

成
2
7
年

度

平
成

2
8
年

度

平
成

2
9
年

度

平
成

3
0
年

度

令
和

1
年

度

令
和

2
年

度

令
和

3
年

度

令
和

4
年

度

令
和

5
年

度

令
和

6
年

度

令
和

7
年

度

令
和

8
年

度

令
和

9
年

度

実績 目標

事
業

所
（

事
業

所
数

）
人

口
（

人
）

人口 事業所

14,065 13,962 13,887 14,038 14,087 14,227 13,969 13,710 13,451 13,191 12,933 12,674 12,416
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添付資料２ 目標の設定に関するグラフ等 

 

図 3 1 人当たりの排出量・1 事業所当たりの排出量 

 

図 4 総資源化量・最終処分量 
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添付資料２ 目標の設定に関するグラフ等 

 

図 5 エネルギー回収量（発電電力量） 
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添付資料２ 目標の設定に関するグラフ等 

2. 阿波市 

 

図 6 人口・事業所 

 

図 7 生活系排出量・事業系排出量 
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添付資料２ 目標の設定に関するグラフ等 

 

図 8 1 人当たりの排出量・1 事業所当たりの排出量 

 

図 9 総資源化量・最終処分量 
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添付資料２ 目標の設定に関するグラフ等 

 

図 10 エネルギー回収量（発電電力量） 
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添付資料２ 目標の設定に関するグラフ等 

3. 板野町 

 

図 11 人口・事業所 

 

図 12 生活系排出量・事業系排出量 
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添付資料２ 目標の設定に関するグラフ等 

 

図 13 1 人当たりの排出量・1 事業所当たりの排出量 

 

図 14 総資源化量・最終処分量 
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添付資料２ 目標の設定に関するグラフ等 

 

図 15 エネルギー回収量（発電電力量） 
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添付資料２ 目標の設定に関するグラフ等 

4. 上板町 

 

図 16 人口・事業所 

 

図 17 生活系排出量・事業系排出量 
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添付資料２ 目標の設定に関するグラフ等 

 

図 18 1 人当たりの排出量・1 事業所当たりの排出量 

 

図 19 総資源化量・最終処分量 
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添付資料２ 目標の設定に関するグラフ等 

 

図 20 エネルギー回収量（発電電力量） 
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添付資料３　現有施設及び新施設の位置図  Legend    
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